
東京エレクトロングループ 

CSR目標

C S R 高品質経営とステークホルダーコミュニケーションの推進
重点報告課題 ▶［ガバナンス／倫理・コンプライアンス］［社会貢献活動］

環    境

製品の環境負荷低減

製品の中国 RoHS 適合

製品の自主的
欧州 RoHS 対応推進

各国製品環境コンプライアンス

［達 成］
各ビジネスユニット代表機種で 50％エネルギー低減を 2013 年度に 1年前倒しで達成

［達 成］
製品の中国 RoHS 適合に関し、海外生産拠点へ活動を展開

［達 成］
各ビジネスユニット代表機種で欧州 RoHS 適合部品率 98.5％以上を継続

［達 成］
欧州 REACH、各国 GHS、電池規制に継続的に対応、また海外での体制を強化

［達 成］
社内セミナー参加者約130人、海外主要拠点への展開

（米国４社、台湾１社、中国２社、韓国１社、欧州２社）
［達 成］
CSR推進会議の設置と活動を開始
CSR推進担当取締役の任命

［達 成］
社会貢献活動の全社取り組み調査（国内6社、海外6 社）

［達 成］
インターネットの適時配信と拡充を継続
イントラネットのCSR ページ新設

［達 成］
国内グループ会社は対象者全員終了、海外グループ会社は対象者の 80％超が終了

［達 成］
異文化研修の受講者数115人（延べ人数）

［継続中］
部門長への「健康配慮が必要な社員」の情報提供を開始

［取り組み中］
2014 年7月に新Web 教育実施予定

グリーン調達の推進

物流における環境負荷低減

省エネルギー化の推進
（前年度比１% 削減）

［達 成］
主要サプライヤー約300社に対し環境活動状況の調査を実施し、状況把握

［取り組み中］
モーダルシフトの推進、モニタリングの継続

［達 成］
2013年度は目標を設定した国内・海外 14 事業所のうち 9 事業所で達成

水使用量の削減
（2011年度レベルを維持） 

［達 成］
2013年度は国内・海外で設定した 18 目標のうち 11 目標で達成

廃棄物リサイクル
（国内リサイクル率 97%以上を維持）

［達 成］
2013年度は国内リサイクル率 98％、海外で目標を設定した地区も達成

環境マネジメントシステム

環境教育

環境コミュニケーション

生物多様性の保全

［達 成］
当社グループ製造系事業所での ISO14001 認証を継続

［達 成］
環境教育を海外で実施展開、2012 年度の国内受講者を含め合計約 10,000 人が受講

［達 成］
環境・社会報告書を継続的に発行

［達 成］
ガイドラインに基づき、国内各事業所で生態観察会を複数回実施

製品貢献

調達・物流

事業所

環境マネジメント

［達 成］
海外主要７拠点に対して計画通りに実施完了
グローバルなCSR推進活動の展開が可能

［取り組み中］
関連する主幹部門と連携し2015年3月までに完了予定

［達 成］
海外新工場への装置出荷基準展開完了

［継続取り組み中］
2012 年度と比較して重度の人身傷害になりうる事故は 40％減少、
人身事故は 20％減少
装置納入前の現場安全確認、指さし呼称などの活動展開

［達 成］
上級安全教育（延べ9,000人受講）、作業事故防止意識向上オンライン教育（10,000人受講）、
交通安全教育各種オンライン教育（国内4,000人受講）など、各種教育の提供

［達 成］
グローバル安全会議の実施 （年2 回）、事業所毎の安全衛生委員会
および部署毎の安全活動実施

公正な
事業慣行

消費者課題

CSR 活動の
サプライチェーンへの展開

サプライチェーンの紛争鉱物対応調査

調達 BCP

［達 成］
主要サプライヤー約300社に対しEICC要求事項に準拠した年次調査を実施し、状況把握

［達 成］
主要サプライヤー約 300 社に対し調査を実施し、浸透度を把握

［達 成］
主要サプライヤー約 300 社に第 3 回となる年次調査を実施し、改善状況を評価
低評価サプライヤーに対して改善活動を実施

実　　績

ISO中核主題

ISO中核主題実　　績

実　　績

活動テーマ

活動テーマ

実　　績活動テーマ

実　　績活動テーマ

実　　績活動テーマ

活動テーマ

活動テーマ

高品質経営

倫理・コンプライアンス教育

ハラスメントのない
職場環境

コミュニケーション

方針・システム整備

規程・マニュアル整備

製品安全

事故防止

安全教育

安全マネジメント

労働安全衛生

人材開発

EICC 社内教育

ガバナンスの整備

社会貢献活動

インターネット
コミュニケーションの充実

倫理・コンプライアンス教育を
ワールドワイドで実施

国内グループ会社を対象として
パワーハラスメント教育

（Web 教育）の実施

品質方針・品質システムの
共有・周知

全社で共通する規程・
マニュアルの見直し

装置設計の各地域安全法規への
タイムリーな対応

事故未然防止。発生の場合、
事故発生原因の追究と再発防止、
対策の水平展開と類似事故防止

実践的教育も含めることによる
安全スキルのボトムアップ

方針の明確化、
活動維持のための組織体制の定着

異文化の理解のための研修実施

部門毎の従業員健康管理の徹底

［取り組み中］
外国籍社員の新卒採用比率 20％ダイバーシティ 事業のグローバル化に伴う人材の多様化

ISO中核主題

ISO中核主題

ISO中核主題

ISO中核主題

ISO中核主題

組織統治

人　権

公正な
事業慣行

消費者課題

消費者課題

労働慣行

労働慣行

人　　権

サプライチェーン
マネジメント

実　　績

C S R 高品質経営とステークホルダーコミュニケーション
重点報告課題 ▶［ガバナンス／倫理・コンプライアンス］［社会貢献活動］

倫 理 コンプライアンスの実践と倫理意識の向上
重点報告課題 ▶［ガバナンス／倫理・コンプライアンス］［情報セキュリティ］

人 事 働きやすい職場づくりと社員のキャリア構築の支援
重点報告課題 ▶［活力ある職場の実現］［人材開発］［安全・健康マネジメント］

安 全 すべての人々が安全と健康を最優先する風土の醸成
重点報告課題 ▶［安全・健康マネジメント］

品 質 ワールドクラスの製品と品質の追求
重点報告課題 ▶［製品品質］

調 達 信頼されるサプライチェーンマネジメント体制の構築
重点報告課題 ▶［サプライチェーンマネジメント］［紛争鉱物対応］

環 境 最先端の技術とサービスによる環境問題の解決
重点報告課題 ▶［製品の省エネルギー・省資源］［廃棄物削減・リサイクル］［水使用量の削減］［生物多様性の保全］

［継続中］
育児短時間勤務制度利用者数　3歳未満：50人、3 歳以上小学校卒業未満：109人ワークライフ・バランス 育児支援のための各種施策の継続

2014 年6月時点

東京エレクトロングループは、ISO26000の中核主題に沿い中期的な目標を設定し CSR 活動を推進しています。2013 年度は、
各部門が重点的に取り組むべき課題を挙げ、具体的な活動テーマと目標を設定しました。また、それぞれの活動は、重点報告課題

（マテリアリティ、P6-7）とも連動したものになっています。
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